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休日リハビリテーションにおける対象患者基準の見直し 

～充実した休日リハビリテーションを提供するために～ 

 

マツダ株式会社マツダ病院 リハビリテーション科 

 

 

1.テーマ選定 

日頃の業務で感じている問題点を出し合い多角的に評価した。その結果、「休日リハビリの対象者の基準を見直

してはどうか？」が高得点であった。 

当科では平成 25 年 10 月から早期離床を促し、在院に日数短縮につなげる目的でリハビリ開始から 2週未満 

の患者を対象に休日リハビリを実施しているが、リハビリ開始から 2週以上経過した患者の中にも休日リハビリを実 

施した方がよいと感じる患者がいる。さらに充実したリハビリを提供できるように休日リハビリの対象患者の見直しを図

ることを目的に本テーマを選定した。 

 

 

2.現状把握 

①平成27年 6月13日から7月 4日までの土曜日4回のリハビリ実施患者数を調査し、リハビリ目的別(廃用予防目

的、離床目的、関節可動域改善目的、歩行機能改善目的)に分類した。 

  休日リハビリを実施した患者は 1日平均 29.5 人で、歩行機能改善目的と離床目的のリハビリが全体の 75％占め 

ていた。 

リハビリ開始から 2週以上経過しても休日リハビリを実施した方がよいと感じる患者は 1日平均 18.3 人で、歩行機

能改善目的と関節可動域改善目的のリハビリが全体の 75％を占めていた。
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②病棟看護師、リハビリスタッフ、患者と患者家族に認識調査のためのアンケート調査を実施した。 

[病棟看護師] 回答数 128 人 

・看護師が病棟でできるリハビリの有無の質問に対し、「ある」が 99％、「ない」が 1％であった。具体的な内容は、自

動運動を促す、ベッドや車いすに座る、ポータブルトイレで排泄する、トイレに行く、介助で歩くなどであった。 

・リハビリスタッフとの情報共有についての質問に対し、「コミュニケーションが図れている」が 38％、「どちらとも言えな

い」が 53％、「コミュニケーションが図れていない」が 9％であった。 

・意見や要望の自由記述に、休日リハビリを行う患者の把握ができない、休日リハビリの基準が分からない、もっと情

報提供ができるとよい、意見交換をしたい、看護師ができるリハビリメニューを知りたい、患者の生活にメリハリができ

るのでよい、毎日リハビリをして欲しい、離床が進んでいない患者は何日経過してもリハビリをしてほしい、休日は看

護師も少ないので患者を動かす時間がないなどがあった。 

[リハビリスタッフ] 回答数 11 人 

・休日リハビリ対象患者選択についての質問に対し、「迷うことがある」が 82％、「迷うことはない」が 18％であった。 

・看護師との情報共有についての質問に対し、「コミュニケーションが図れている」が 55％、「どちらとも言えない」が

36％、「コミュニケーションが図れていない」が 9％であった。 

[患者と患者家族] 回答数 25 人 

・休日リハビリについての質問に対し、「リハビリ開始から 2週以上経過しても継続して行った方がよい」が 92％、「行

わなくてよい」が 8％であった。 

 

3.目標設定 

いつまでに ・・・ 平成 27 年 11 月末までに  

何を ・・・・・・・・・ 関節可動域改善目的と歩行機能改善目的の休日リハビリ実施率を 

どうする ・・・・・・ 100％にする 

[根拠] 

離床や廃用予防目的のリハビリは看護師とリハビリスタッフ双方で対応可能であるが、関節可動域改善と歩行機能 

改善目的のリハビリはリハビリスタッフで対応する方が好ましい場合が多いため。 
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4.活動計画 

 

 

5.要因解析  
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6.対策の立案 
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7・対策の実施 

  

  

対策① 休日リハビリマニュアルを作成する 
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対策② 病棟でも可能なリハビリの情報提供をする 

  

  

対策③ 回診や病棟カンファレンスに参加する  

   
 

対策④ 病棟で看護師と情報共有する 
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対策⑤ 休日リハビリ対象患者リストを作成し各病棟に配布する 

    

 

8.効果の確認 

①平成 27年 12月 5日から 12月 26日までの土曜日4回のリハビリ実施患者数を現状把握と同様に調査し、リハビ

リ目的別(廃用予防目的、離床目的、関節可動域改善目的、歩行機能改善目的)に分類した。 

②病棟看護師、リハビリスタッフに認識調査のためのアンケート調査を実施した。 

[有形効果] 

 

[無形効果] 

・休日リハビリ対象患者が明確化され選択しやすくなった。 

・内科系の患者（病棟）の回診にも参加するようになった。 

・病棟看護師と情報共有を図ろうという意識が向上した 

[波及効果] 
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9.標準化と管理の定着 

  

10.反省と今後の課題  

                                   

 

 


